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会議記録（要旨） 

会議名 令和８年度 第１回杉並区子ども読書活動推進懇談会 

日 時 令和８年８月６日（木） 午後３時３０分～５時３０分 

場 所 中央図書館 ミーティングルーム１・２ 

出席者 

升水委員、澁川委員、中田委員、遠藤委員、鈴木委員、石田委員 

牛山中央図書館長、奈良学校図書館支援担当係長、小野企画運営係長、早川企画

運営係主査、企画運営係職員（渡邉） 

配付資料 

〇 令和８年度 第１回子ども読書活動推進懇談会 次第 

〇【資料１】令和８年度 杉並区子ども読書活動推進懇談会委員名簿 

〇【資料２】国・都 第五次子どもの読書に関する計画 

〇【資料３】令和 7年度 杉並区子ども読書活動進捗管理票 

〇【資料４】東京学芸大学 学生の読書アンケートについて 

〇【資料５】子どもへの本と読書についてのアンケートについて 

１．開会及び中央図書館長の挨拶 

 

２．子ども読書活動推進計画について 

事務局：今年度は現在の「子ども読書活動推進計画」の最終年度に当たる。この計画は平成13年

制定の「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づくものであり、杉並区では平成

15年に最初の計画を策定した。区の総合計画、実行計画、教育ビジョン及び教育ビジョ

ン推進計画との整合を図り、国や東京都の方向性も踏まえ策定している。 

改定に当たっては、計画の基本的な骨組みを大きく変更する予定はなく、「地域・家庭」

「学校」「図書館」「関係機関」が連携して子どもの読書活動を支える考え方を継続する。

資料３の進捗管理表は、これらの柱に基づく取組状況を確認するためのものである。ま

ず、学校図書館の昨年度のトピックのご報告をお願いしたい。 

担当係長：杉並区では全小・中学校に学校司書を配置し、各教科における読書活動や調べ学習な

ど、学校図書館を活用した取組を進めている。その成果の一つとして、全国学校図書館

協議会主催の情報活用授業コンクールにおいて高井戸中学校が優秀賞を受賞した。ま

た、今年度は松渓中学校も受賞しており、学校図書館の活用が広がっている。 

また、済美養護学校については、校舎の改築・再整備に伴い、小学部・ 中学部それぞ

れに学校司書を1名ずつ配置した。これまで学校司書は配置されていなかったが、新た

に学校図書館の整備・運営に取り組む体制を整えた。 

事務局：図書館では、原画展やおはなし会、図書館体験事業のほか、バリアフリー資料を集めた

「りんごの棚」の全館での設置など、多様な取組を実施している。また、リトミックやプ

ラネタリウムなど本に直接関連しないイベントやＹＡ世代向け事業も行い、図書館利用の

促進を図っている。 

あわせて、「子ども読書月間」における情報発信や、児童館、子ども・子育てプラザ、学

校等との連携を引き続き行っている。一方で、一部未実施となった取組もあり、今後の課

題としている。 
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３．最近の子どもたちの読書アンケート 

事務局：子ども読書活動推進計画の改定に当たっては、子どもの意見を反映するため、アンケート

を実施した。資料４は、東京学芸大学の学生を対象に、読書を好きになったきっかけや理

由を尋ねた結果をまとめたものである。資料５は、図書館や児童館を利用する子どもを対

象に、本が好きかどうかなどについて調査した結果をまとめたものである。 

アンケートは全児童館、子ども・子育てプラザ、ゆう杉並及び図書館の計47施設に各10

枚ずつ配布し、配布数470枚に対して386枚を回収した。回収率は約82％であった。 

なお、計画には、全国と杉並区の子どもの読書状況を比較したデータを掲載しているが、

最新の状況について学校図書館支援担当係長から説明をお願いしたい。 

担当係長：学校の授業時間以外に読書を全くしない児童・生徒の割合は、小学６年生、中学３年生

ともに令和５年度と比べて増加しており、全国的にも同様の傾向が見られた。また、１

日１時間以上読書をする児童・生徒の割合は減少している。 

学校図書館や地域図書館の利用頻度についても、「ほとんど利用しない」と回答した割

合が増加している。一方で、家庭内の蔵書数は全国平均に比べて多い傾向が見られた。 

あわせて、読書への関心と学力との間には一定の関連が見られることや、国立教育政策

研究所の分析では、読書が好きで読書の有用性を認識している児童・生徒ほど学力や主

体性、社会参画意識が高い傾向にあるらしい。 

 

４．懇談、感想、意見交換等 

事務局：アンケート結果についての所感を各委員から述べていただきたい。 

委員：大学生へのアンケートでは、「読み聞かせ」と「本が好きになったこと」との関連性がうか

がえ、幼少期の体験の重要性を改めて感じた。また、「母親」というキーワードも見られた

が、時代の変化の中で今後どのように変わっていくのか関心を持った。 

子ども向けアンケートでは、「抱っこしてほしいから本を読んでもらう」といった回答が印

象的であった。読み聞かせは単に本を読むことではなく、親子のコミュニケーションや愛着

形成の機会となっており、そうした経験が将来的な読書習慣につながるのではないかと感じ

た。 

そのため、保護者に対して読み聞かせの意義や親子で本を楽しむ時間の大切さを伝えていく

ことが重要であると感じた。 

委員：子ども向けアンケートの自由記述は率直な言葉で書かれており、大変印象的であった。こう

した声を資料として残すだけでなく、図書館等で展示するなど、子どもたち自身の言葉とし

て発信してはどうか。子どもから子どもへの本の紹介は大人が想像する以上に影響力があ

り、読書への関心を高める効果が期待できると思う。 

また、読書と学力の関係については、読書そのものというより家庭環境との関連も大きいと

考えており、「本を読めば成績が上がる」と単純に結び付けるべきではないと思う。その上

で、調べ学習における図書利用はインターネットの普及により以前ほどの強みがなくなって

いる一方、物語を読む楽しさや読書を通じた体験こそが、現在の読書活動の価値としてより

重要になっているのではないか考えられる。 

委員：子育て中の保護者の立場からアンケート結果を興味深く拝見した。学校や保育園でも読み聞

かせの機会はあるものの、結果を見ると家庭や保護者の影響の大きさを改めて感じた。 

また、保護者同士の会話では読書よりも習い事などが話題になることが多いが、このような

調査結果を分かりやすく発信することで、読み聞かせの重要性に気付き、家庭での読書活動

への意識向上につながるのではないかと思う。 
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委員：学校現場では、子どもたちの読書離れが進んでいることを実感しており、今回の調査結果か

らも読書をしない児童・生徒が増加している状況がうかがえた。一方で、身近に本がある環

境や読書への働きかけによって、読書に親しむ機会は増やせると感じている。 

教科書で本を紹介するだけでなく、読書紹介や子ども同士の交流など、人との関わりを通じ

て本と出会う機会を設けることが重要である。また、近年は子どもたちの語彙力の低下を感

じる場面も多く、読書を通じて言葉に触れる機会を確保していくことの大切さを改めて感じ

た。 

委員：学校現場では、スマートフォンの普及により読書時間の確保が難しくなっており、読書離れ

が進んでいると感じる。一方で、学校や図書館では読書活動推進のために多くの工夫や取組

が行われているが、その内容が子どもたちや学校現場に十分伝わっていないのではないかと

の印象を持った。 

読書活動を広げるためには、取組の周知や発信をより積極的に行うことが重要であり、教育

委員会や学校管理職、学校司書、図書館職員などが読書の意義や本の魅力を発信していく必

要があると思う。また、子ども同士の本の紹介や読書体験の共有に加え、教職員や著名人な

どの影響力を活用した読書推進も有効ではないだろうか。さらに、図書館や学校で実施して

いる取組について、より広く周知し、学校と図書館の連携を一層進めていくことが重要であ

ると感じる。 

委員：アンケートの子どもたちの率直な言葉が印象的であり、大変興味深く感じた。一方で、回答

者は図書館や児童館などを利用している子どもが中心であり、こうした施設を利用していな

い子どもたちへの働きかけが課題であると思う。 

また、子どもたちと接する中で、本が身近にある環境の大切さを実感している。本に興味が

なさそうな子どもでも、手に取りやすい形で本を置くことで自然と読み始めることがあり、

読書環境の整備は重要であると感じている。読書量の多い子どもは語彙が豊かであると感じ

る場面もある。 

さらに、近年は中学受験や塾通い、スマートフォンの利用などにより、子どもたちが読書に

充てる時間が減っていることを実感しており、紙の本に親しむ機会をどのように確保してい

くかが課題であると思う。 

委員：家庭環境によって本に触れる機会に差はあるものの、その差を補うことが公共図書館の重要

な役割であり、誰もが本に触れられる環境づくりには大きな意義があると思う。 

また、本に親しむ機会の少ない子どもを図書館や読書活動につなげる工夫が必要であり、子

どもたちにとって身近な人物の影響力を活用することも有効ではないか。例えば、著名人や

地域ゆかりの人物、教職員などが自身のおすすめの本や読書体験を紹介することで、子ども

たちが本に関心を持つきっかけになるのではないだろうかと感じる。 

委員：図書館で本以外のイベントを実施していることは有意義であり、本が好きな子どもだけでな

く、さまざまな子どもたちが気軽に集まれる場づくりにつながっていると感じた。そうした

場をきっかけに図書館を訪れ、身近にあった本との偶然の出会いから読書への関心が広がる

ことも期待できる。 

そのため、図書館は読書の場であると同時に、子どもたちが安心して過ごせる居場所として

の役割も重要であり、本に馴染みのない子どもたちが図書館に足を運ぶきっかけづくりとし

て意義があると思う。 

事務局：宮前図書館では中高生を対象とした「宮前TEENSルーム」の取組を実施しており、学習や

読書、おしゃべりなど自由に過ごせる居場所として開放している。利用する子どもたちが
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気軽に集い、くつろげる場を工夫して提供している図書館もある。また、最近では図書館

でボードゲームをするのが流行っている。 

委員：まちライブラリーの取組は、本を介して人が集まり交流する場づくりとして参考になると感

じている。近年は、本を読むことだけを目的に図書館へ来てもらうことが難しくなっている

一方で、コミュニティや居場所としての機能に価値が高まっている。 

そのため、人が集う場の中に本があり、交流や活動を通じて自然に本と出会える環境づくり

が重要である。図書館についても、読書の場にとどまらず、人と人とのつながりを生み出す

場としての役割が今後ますます求められるのではないか。 

委員：近年は学童クラブ以外にも学校内に放課後の居場所が設けられているが、そうした場所では

本に触れる機会が少ないのではないかと感じている。本が身近にあれば、子どもたちが時間

を過ごす中で自然に手に取るきっかけになるのではないか。 

また、図書館が近くにないと感じている子どもがいることを踏まえ、かつての移動図書館の

ような仕組みがあれば、本との接点づくりにつながるのではないかと考える。学校図書館の

開放も一案ではあるが、運営体制などの課題もあるため、子どもたちが身近に本と出会える

環境づくりが重要である。 

担当係長：放課後の居場所として学校図書館を活用している事例はあるものの、学校図書館を放課

後の居場所利用児童へ開放することは、運営上の課題などから難しい。 

事務局：杉並区では図書館整備が進む以前、図書館空白地域を対象に移動図書館車「たびびとく

ん」を運行していたが、図書館の増設に伴い廃止された。しかし近年は、図書館に足を運

びにくい人々へサービスを届ける手段として、移動図書館が再び注目されている。 

また、本に興味のない子どもたちにも図書館サービスを届けるためには、図書館側から地

域へ出向く取組が重要である。移動図書館やイベント等を通じて子どもが集まる場所へ出

向くことで、本との新たな出会いの機会を創出できるのではないかと思う。 

委員：放課後の居場所など、本が十分に置かれていない場所への支援として、図書館のリサイクル

本や区民から寄贈された本を活用できないか。家庭で役目を終えた子ども向けの本は区内に

も多くあると考えられるため、図書館が仲介役となって本を集め、学校の放課後居場所事業

などへ提供する仕組みがあれば、子どもたちが本に触れる機会の拡充につながるのではない

か。 

委員：保護者の立場から、子育てに追われる中で家庭だけで読書環境を整えることには限界がある

と感じている。そのため、移動図書館のように図書館側から地域へ出向く「プッシュ型」の

取組は、本との出会いの機会を広げるうえで大変有効であり、ぜひ進めてほしい。 

事務局：アンケート結果や委員からの意見を踏まえ、計画改定に当たっては、家庭へ本を持ち込む

取組に加え、子どもたちが日常的に過ごす様々な場所に本がある環境づくりが重要ではな

いかと感じた。今後は、子どもたちが自然に本と出会える機会や場をどのように増やして

いくかという視点も大切にしながら、計画の検討を進めていきたい。 

委員：読み聞かせの取組を通じて、子どもたちに対する教師の影響力の大きさを感じている。先生

に 

読んでもらった本を子どもが繰り返し読みたがったり、教室で本の感想を共有したりする様

子 

も見られ、読書習慣の形成には教師の働きかけが大きな役割を果たしていると感じる。一

方、 

その取組状況には差もあるため、読書の魅力を伝える機会を広げていくことが重要ではない

か。 
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また、アンケート結果からは受験や学力向上だけを目的とした読書観だけではなく、人とし

て 

の成長や豊かな経験につながる読書の価値がうかがえたことに安心した。 

事務局：近年、受験勉強のために図書館を利用する中高生が増え、閲覧席が長時間占有されること

から、読書や資料利用を目的とする利用者から苦情が寄せられることが多々ある。 

一方で、図書館を子どもや若者の居場所と捉えるのであれば、学習目的での利用も受け入

れる必要があるとの考えもあり、読書の場としての役割と居場所としての役割の両立が課

題となっている。YA世代を図書館につなぐきっかけとして学習利用には一定の意義がある

一方、他の利用者との利用の調和をどのように図るかについて、今後検討が必要である。

委員の皆様からご意見伺いたい。 

委員：現在の図書館は、机や学習スペースが整備されているため、受験勉強など長時間の利用につ

な 

がりやすい面があると感じている。一方で、近年新しくできる図書館は書架から本を手に取

り 

自由に読書ができる居心地の良い空間づくりへと変化しているのではないか。 

また、他自治体の新しい図書館では、多様な座席やくつろげる空間が設けられ、利用者が思

い 

思いのスタイルで本に親しめる環境が整えられていたことが印象的であった。 

委員：受験をきっかけに本を読むことも読書の入口の一つであり、読書の動機として否定すべきで

は 

ないと感じた。 

事務局：近年整備された図書館では、コミュニティ施設との複合化や学習スペースの充実により、

「図書館で勉強してよい」という認識が利用者に広がっている面がある 

委員：学生による長時間利用によって、読書や資料利用を目的とする利用者が席を使えなくなる状 

況は課題である。 

事務局：閲覧席の少ない図書館では、長時間利用を控えるよう周知しているが、利用制限だけでは

なく、学習目的で来館した中高生を読書につなげる工夫も必要であると考えている。ま

た、YA世代の読書離れ・図書館離れは全国的な課題であり、次期計画ではこの世代への働

きかけを検討したい。 

委員：コミュニティ施設では、利用者が集中する時期を除けば部屋に余裕がある場合もあり、施設

の活用方法について検討の余地があるのではないか。 

委員：中高生が図書館を利用すること自体は歓迎できることであり、図書館を居場所として活用し

て 

もらう意義は大きい。 

委員：学習目的で来館する中高生に対し、受験や興味関心に関連する本を身近に紹介することで、

読 

書につなげる工夫ができるのではないか。また、学習利用を読書への入口として捉える視点

も必要である。 

事務局：図書館は本来、図書館資料の利用を目的とした施設であり、閲覧席もそのために設けられ

て 

いる。ただし、YA世代に対しては、学習利用をきっかけとして本と関わる機会を増やして

い 

くことが重要であると感じている。 
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委員：図書館の利用ルールや取組について、利用者に十分伝わっているのか疑問に感じている。自

身 

も受験勉強での図書館利用に関する考え方を今回初めて知った部分があり、利用者の多くも

同 

様に知らない可能性がある。図書館の役割や利用方法、取組内容については、より積極的な

情 

報発信が必要ではないか。 

委員：かつて図書館は読書や資料利用の場であり、自習利用は認めないという考え方が一般的だっ

た 

が、その後、自習スペースを設ける図書館も増えてきた印象がある。また、他自治体では学

習 

専用スペースを設置している事例もあることから、図書館における学習利用のあり方につい

て 

は、他自治体の事例や全国的な動向も参考にしながら検討し、利用者へ発信していくことが

望 

ましいと考える。 

 

５．次回開催時期とテーマ 

事務局：子ども読書活動推進計画改定案の作成を進め、次回懇談会では改定案について意見を伺い

た 

い。次回は令和８年 10月から 11月頃の開催を予定し、改定案を事前配布した上で意見交

換 

を行うつもりである。 

 


